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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本のエネルギー需給構造の第1の特徴は、日本が世界有数のエネルギー消費・輸入大国であるということである。2004年時点で見て、日本の一次エネルギー消費は、世界4位、石油消費は、世界3位、そして石油輸入に関しては世界2位である。
第2の特徴は、日本のエネルギー供給の太宗はいまだに石油であり、石油は一次エネルギー源の約半分を占める主力エネルギー源であるということである。
第3の特徴は、日本のエネルギー自給率が極めて低いことである。これは、裏返していえば、日本はエネルギー供給において極めて輸入依存度が高いことになる。2003年度時点で見て、純粋な「国産エネルギー」として主なものは水力のみであり、「準国産」と考えられる原子力と合わせても国産エネルギーのシェアは約15％にとどまっている。すなわち、日本は必要なエネルギーの約85％を輸入に依存していることになる。
第4の特徴は、最大の主力エネルギー、石油に関しては、その供給のほぼ全てを輸入に依存していることである。これは日本には原油の生産が国内消費量に比べて極めて限定的な量となっているためである。また、その他の主力エネルギーである天然ガス、石炭についても、基本的にその供給を海外からの輸入に依存する構造となっている。
第5の特徴は、石油輸入において中東依存度が極めて高いことである。日本の原油輸入においては、約9割は中東からの輸入となっており、アラブ首長国連邦、サウジアラビア、イラン等の中東産油国が日本にとっての主力供給国となっている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
イラク戦争後のイラク内外情勢
中東におけるテロリズムの蔓延・横行
先行き不透明感を高める中東和平問題
アラブ・イスラム社会に広がる米国への不満・反発
イラン核開発問題を巡る国際関係の緊張
中東の現政権・体制を巡る不安定要因
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・2003-2007年には、米国のガス価格が日本のLNGを上回っている時期も多くあった。
・2008年以降、シェールガスによる米国のガス生産急増により、地域間の価格差が拡大
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アジア・太平洋のシェアは30％(2000）→41％(2014)→47％(2040）
原油貿易のアジアシェアは53％→76％へ。ガス45％→68％。一般炭80％→85％
ASEAN:成長率2.2倍（年率3％）で中国、インドを上回り、最も伸長率が高い。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
世界のエネルギー構成とアジアのエネルギー構成について、二つのケースの結果を示したもの。
以降のスライドからはレファレンスケースに沿って説明。技術進展ケースは次のセクションの柳澤から。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本の一次エネルギー原単位が英国・イタリアに次ぐ要因
産業構造の違い：英国ではGDPの約80%が第三次産業である一方、日本は同73%が第三次産業である上に素材系産業が国内で生産を継続している。
日本のデフレ：日本のみデフレのため、2010年の物価水準ではエネルギー原単位の分母が小さくなる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
[年度末導入量] (GW)
	2011  2012  2013  2014  2015  2016
合計	20.0  22.1  29.3  40.1  51.8  63.0
住宅PV	 4.0   5.3   6.6   7.4   8.3   9.3
非住宅PV	 0.9   1.6   7.3  16.5  26.1  35.7
風力	 2.6   2.6   2.7   3.0   3.8   4.2
バイオ	 2.4   2.4   2.5   2.9   3.3   3.6
地熱	 0.5   0.5   0.5   0.6   0.6   0.6  
中小水力	 9.6   9.6   9.6   9.6   9.6   9.6

2015年3月に40.5 GWであった稼動中のFIT対象設備の容量は、建設中の設備の竣工によって2016年度末には62.9 GWに達する。
特に非住宅用太陽光は、35.7 GWまで拡大し、全体の過半を占める。
認定設備の発電量は、2016年度に1,181億kWh (うち太陽光: 472億kWh、風力: 74億kWh、中小水力: 380億kWh)と、わが国の総発電量の約1割を占めるに至る。

[再エネ賦課金]
\0.75（平成26年5月から平成27年4月まで適用）
\1.58（平成27年5月から平成28年4月まで適用）
※太陽光賦課金単価が\0.03～0.05/kWh ←2014年9月まで、それ以降はFITに一本化

[負担計算前提]
回避可能原価: \10.4/kWh ← METI参考に柴田さん推計
※METI公表の回避可能額とFIT分発電量より推計されたもの。低炭素投資促進機構が公表している月々変動の回避可能原価は\9.5/kWh前後。
買取価格 
2012年度＝太陽光: \42/kWh, 風力(20 kW以上): \23/kWh, 風力(20 kW未満): \58/kWh
2013年度＝太陽光: \38/kWh, 風力(20 kW以上): \23/kWh, 風力(20 kW未満): \58/kWh
2014年度＝太陽光（10kW以上）: \32/kWh, 太陽光(10kW未満): \37/kWh, 風力(20 kW以上): \22/kWh, 風力(20 kW未満): \55/kWh, 洋上風力: \36/kWh
2015年度＝太陽光（10kW以上）: \29/kWh（4月～6月）、\27/kWh（7月～）,太陽光(10kW未満): \33/kWh(出力制御対応機器設置義務なし), ): \35/kWh(出力制御対応機器設置義務あり), 
　　　　　　　　風力(20 kW以上): \22/kWh, 風力(20 kW未満): \55/kWh, 洋上風力: \36/kWh
設備利用率: 太陽光: 12%, 風力: 20%、地熱: 70%, 水力: 45%, バイオマス: 70%
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